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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
１．訂正の経緯

　当社は、内部管理体制の強化のため、グループ各社資金管理の一元化を順次進めております。当社の連結子会社で

あるホクヤク株式会社（以下「ホクヤク」という。）においても当社による直接の資金管理を実施する予定でした

が、その準備の過程において、ホクヤクの経理業務等を担当していた元取締役兼業務部長（以下「元役員」とい

う。）による不正行為の疑いが発覚したため、当社は、詳細な社内調査を開始し、その全容の解明に取り組みまし

た。その取組みの一環として、社内調査に対する公正中立な検証及び第三者による独自の調査並びに再発防止策の検

討を行うべく調査委員会を設置し、調査を実施いたしました。

　当社は平成28年１月13日付の調査委員会からの調査報告書による調査結果等をふまえ、過去に提出いたしました有

価証券報告書等に記載されている連結財務諸表及び財務諸表に含まれる不適切な会計処理を訂正し、有価証券報告書

等の訂正報告書を提出することを決定いたしました。

　

２．会計処理

　四半期連結財務諸表において、ホクヤクの元役員による不正行為による着服額に対して「投資その他の資産－その

他（長期債権）」を計上するとともに、回収不能債権として「貸倒引当金」を計上いたしました。また、過大に計上

されておりました「現金及び預金」等の残高を訂正しております。

　

　これらの決算訂正により、当社が平成25年10月15日に提出いたしました第74期第３四半期（自　平成25年６月１

日　至　平成25年８月31日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の

４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けており、

その四半期レビュー報告書を添付しております。

　また、四半期連結財務諸表の記載内容に係る訂正箇所については、ＸＢＲＬの修正も行いましたので併せて修正後

のＸＢＲＬ形式データ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

四半期連結包括利益計算書

注記事項

（１株当たり情報）

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第３四半期連結
累計期間

第74期
第３四半期連結

累計期間
第73期

会計期間

自平成23年
12月１日

至平成24年
８月31日

自平成24年
12月１日

至平成25年
８月31日

自平成23年
12月１日

至平成24年
11月30日

売上高（千円） 38,404,058 38,743,916 51,953,860

経常利益（千円） 900,077 895,356 1,292,347

四半期（当期）純利益（千円） 440,664 552,772 728,415

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
538,159 871,787 859,389

純資産額（千円） 15,450,901 16,439,894 15,771,961

総資産額（千円） 34,995,451 36,560,223 35,185,016

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
13.04 16.36 21.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 44.2 45.0 44.8

　

回次
第73期

第３四半期連結
会計期間

第74期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成24年
６月１日

至平成24年
８月31日

自平成25年
６月１日

至平成25年
８月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
2.95 6.39

　（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間（平成24年12月１日～平成25年８月31日）におけるわが国経済は、昨年の政権交代を機

に積極的な金融緩和政策への期待が高まり、円高の是正や株式市場の持ち直しが見られました。しかしながら、円安

などによる原材料価格上昇の影響もあり、欧州における財政問題や新興国経済の成長鈍化などを背景に、先行き不透

明な状況が続きました。

　このような状況のもと、当社グループでは、事業基盤・事業規模の強化、拡大および収益構造改善を基本戦略とし

たグループ中期経営計画に基づき、海外サプライヤーとの連携強化や自社企画による商品の開発など、多様化・高度

化するお客様のニーズへの対応力強化に努めてまいりました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は387億４千３百万円（前年同期比0.9％増）、営業利益は７億９千

５百万円（同2.2％減）、経常利益は８億９千５百万円（同0.5％減）、四半期純利益は５億５千２百万円（同25.4％

増）となりました。

　 

　次にセグメントの概況につきご報告申し上げます。

 

医薬品事業　

　医療用医薬品は昨年４月の薬価改定の影響を受けながらも、一般名処方加算などの後発医薬品使用促進策の追い風

もあるなか、医療機関・調剤薬局へのさらなる情報提供活動に注力いたしました。その結果、ジェネリック医薬品の

外皮用剤は生産ラインの効率化と昨年末に発売した新製品の拡大もあり大幅に伸長いたしました。また、受託品も好

調に推移いたしました。

　一般用医薬品はドラッグストアをはじめとした小売企業がＯＴＣ医薬品のネット販売の規制緩和に対応してＰＢ商

品をはじめとした商品政策を強化するなか、新規商品および仕入先の開拓に注力いたしました。その結果、主力のド

ラッグストア向けに新規取扱商品が伸長いたしました。また、ビタミンＣ原末や提携品の外皮用剤は堅調に推移いた

しましたが、うがい薬は低調に推移いたしました。

　この結果、当事業全体の売上高は126億３千２百万円（前年同期比2.5％増）、営業利益は１億１百万円（同

264.9％増）となりました。 

　 

医薬品原料・香粧品原料事業

　医療用医薬品原料はジェネリック医薬品原料の需要に対応するため、設備投資や操業体制の強化による生産能力の

増強に努めるとともに、ジェネリック医薬品原料開発に注力いたしました。その結果、ジェネリック医薬品原料は新

規納入原料や抗アレルギー剤原料が堅調に推移いたしました。また、抗不整脈用剤原料は主要顧客の需要が拡大し好

調に推移いたしました。

　一般用医薬品原料は輸入医薬品原料が為替の影響を受け低調となりましたが、主力の血管収縮剤は国内・海外とも

に堅調に推移いたしました。また、去痰剤は需要が拡大し好調に推移いたしました。受託の新薬中間体は大幅に伸長

いたしました。

　香粧品原料は新規開拓の強化や主力販売品の拡大など積極的な営業活動に注力いたしました。その結果、大手ユー

ザー向けの原料は低調でしたが、受託の保湿剤原料は好調に推移いたしました。

　この結果、当事業全体の売上高は116億８千３百万円（前年同期比8.8％増）、営業利益は７億８千５百万円（同

1.2％増）となりました。
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化成品事業

　表面処理薬品はアジア地区の生産拠点を強化するとともに環境に優しい製品の拡販を積極的に展開いたしました。

その結果、国内・海外ともにチップ部品向け薬品の販売が好調に推移いたしました。プリント配線板・電子部品関連

薬品はスマートフォン、パソコンや液晶テレビなどの需要の落ち込みから低調に推移いたしましたが、車載部品向け

薬品はハイブリッド車向けが堅調に推移いたしました。

　輸入品を中心とした化学品原料は特殊溶剤や汎用溶剤が堅調に推移したものの、表面処理薬品原料が低調に推移い

たしました。

この結果、当事業全体の売上高は58億６千１百万円（前年同期比11.6％減）、営業利益は４千３百万円（同

70.9％減）となりました。

 　　

食品原料・機能性食品事業

　食品原料は関連会社製品・天然調味料・農産加工品の拡販、新規納入に注力いたしました。その結果、新規納入の

成果はあったものの、円安による輸入原料価格上昇の影響を受け、全体的に低調に推移いたしました。

　サプリメント原料は自社原料の新規納入に努めるとともに、通信販売会社、製造受託会社への提案活動、新規顧客

開拓に注力いたしました。その結果、美容・エイジングケアを訴求した原料は堅調に推移いたしました。

　この結果、当事業全体の売上高は56億９千２百万円（前年同期比1.4％減）、営業利益は２億７千万円（同14.6％

減）となりました。

 

その他の事業　

　当事業全体の売上高は28億７千３百万円（前年同期比2.4％減）、営業利益は５千万円（同187.6％増）となりまし

た。

　

(2) 事業上および財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費総額は６億９千２百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 136,000,000

計 136,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成25年８月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成25年10月15日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 34,147,737 34,147,737
㈱東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

1,000株

計 34,147,737 34,147,737 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年６月１日～ 

平成25年８月31日　
－ 34,147,737 － 2,572,382 － 4,205,222

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】 

　 平成25年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　 364,000

（相互保有株式）

普通株式　　 7,000

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式33,090,000 33,090 －

単元未満株式 普通株式　 686,737 － －

発行済株式総数 　　　　34,147,737 － －

総株主の議決権 － 33,090 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式2,000株（議決権の数 ２個）が含まれ

ております。 

 

②【自己株式等】

　 平成25年５月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

イワキ株式会社

東京都中央区日本

橋本町4-8-2
364,000 － 364,000 1.07

（相互保有株式）

ボーエン化成株式

会社

埼玉県和光市新倉

7-9-32
7,000 － 7,000 0.02

計 － 371,000 － 371,000 1.09

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年６月１日から平

成25年８月31日まで）および第３四半期連結累計期間（平成24年12月１日から平成25年８月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

　 　 　 　 　
前連結会計年度

（平成24年11月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年８月31日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 4,327,091 3,175,804

　 　 受取手形及び売掛金 ※1　　13,956,067 ※1　　14,877,046

　 　 電子記録債権 ※1　　294,086 ※1　　493,450

　 　 商品及び製品 3,052,608 3,149,719

　 　 仕掛品 740,538 947,580

　 　 原材料及び貯蔵品 592,081 682,189

　 　 その他 764,744 817,561

　 　 貸倒引当金 △55,088 △48,460

　 　 流動資産合計 23,672,129 24,094,891

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物及び構築物 8,049,019 8,061,170

　 　 　 　 減価償却累計額 △5,283,668 △5,408,802

　 　 　 　 建物及び構築物（純額） 2,765,350 2,652,368

　 　 　 機械装置及び運搬具 7,200,654 7,323,512

　 　 　 　 減価償却累計額 △6,603,869 △6,637,727

　 　 　 　 機械装置及び運搬具（純額） 596,784 685,784

　 　 　 土地 3,419,539 3,419,539

　 　 　 その他 2,424,819 2,575,132

　 　 　 　 減価償却累計額 △1,727,030 △1,860,205

　 　 　 　 その他（純額） 697,789 714,927

　 　 　 有形固定資産合計 7,479,464 7,472,620

　 　 無形固定資産 340,781 357,838

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 2,530,847 3,437,140

　 　 　 その他 1,391,263 1,433,556

　 　 　 貸倒引当金 △229,468 △235,823

　 　 　 投資その他の資産合計 3,692,642 4,634,873

　 　 固定資産合計 11,512,887 12,465,331

　 資産合計 35,185,016 36,560,223
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（単位：千円）

　 　 　
前連結会計年度

（平成24年11月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年８月31日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形及び買掛金 ※1　　9,118,349 ※1　　9,242,493

　 　 電子記録債務 ※1　　2,295,705 ※1　　2,725,757

　 　 短期借入金 2,362,000 2,566,000

　 　 未払費用 1,172,816 767,472

　 　 未払法人税等 239,271 151,888

　 　 その他 538,305 939,032

　 　 流動負債合計 15,726,447 16,392,645

　 固定負債 　 　

　 　 長期借入金 1,315,500 1,190,000

　 　 退職給付引当金 1,603,564 1,648,389

　 　 その他 767,543 889,293

　 　 固定負債合計 3,686,607 3,727,682

　 負債合計 19,413,055 20,120,328

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 2,572,382 2,572,382

　 　 資本剰余金 4,206,965 4,206,965

　 　 利益剰余金 8,815,926 9,165,983

　 　 自己株式 △81,048 △82,188

　 　 株主資本合計 15,514,225 15,863,143

　 その他の包括利益累計額 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 308,644 587,154

　 　 繰延ヘッジ損益 7,051 7,324

　 　 為替換算調整勘定 △57,960 △17,727

　 　 その他の包括利益累計額合計 257,735 576,751

　 純資産合計 15,771,961 16,439,894

負債純資産合計 35,185,016 36,560,223
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

　 　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年12月１日
至　平成25年８月31日）

売上高 38,404,058 38,743,916

売上原価 30,245,724 30,637,128

売上総利益 8,158,334 8,106,788

販売費及び一般管理費 7,344,446 7,310,899

営業利益 813,888 795,889

営業外収益 　 　

　 受取利息 3,484 4,505

　 受取配当金 32,475 35,888

　 受取賃貸料 56,808 62,298

　 受託研究収入 48,067 49,638

　 その他 55,853 61,101

　 営業外収益合計 196,689 213,431

営業外費用 　 　

　 支払利息 37,941 32,133

　 持分法による投資損失 9,146 8,552

　 賃借料 26,280 32,850

　 その他 37,132 40,429

　 営業外費用合計 110,500 113,964

経常利益 900,077 895,356

特別利益 　 　

　 投資有価証券売却益 － 1,886

　 固定資産売却益 86,330 －

　 特別利益合計 86,330 1,886

特別損失 　 　

　 固定資産売却損 2,555 －

　 固定資産処分損 8,745 16,476

　 投資有価証券売却損 2,223 －

　 投資有価証券評価損 2,472 －

　 ゴルフ会員権評価損 3,260 －

　 特別損失合計 19,255 16,476

税金等調整前四半期純利益 967,152 880,766

法人税、住民税及び事業税 434,737 352,693

法人税等調整額 91,749 △24,699

法人税等合計 526,487 327,994

少数株主損益調整前四半期純利益 440,664 552,772

四半期純利益 440,664 552,772
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

　 　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年12月１日
至　平成25年８月31日）

少数株主損益調整前四半期純利益 440,664 552,772

その他の包括利益 　 　

　 その他有価証券評価差額金 98,907 277,553

　 繰延ヘッジ損益 △1,117 272

　 為替換算調整勘定 813 40,232

　 持分法適用会社に対する持分相当額 △1,108 957

　 その他の包括利益合計 97,494 319,015

四半期包括利益 538,159 871,787

（内訳） 　 　

　 親会社株主に係る四半期包括利益 538,159 871,787
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間（自平成25年６月１日　至平成25年８月31日）

該当事項はありません。　

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間（自平成24年12月１日　至平成25年８月31日）

該当事項はありません。　

 

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間（自平成24年12月１日　至平成25年８月31日）

　（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）　

　当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年12月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自平成24年12月１日　至平成25年８月31日）

該当事項はありません。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日または現金決済日をもって決済処理を

しております。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形等が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成24年11月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年８月31日）

受取手形 －千円 431,056千円

電子記録債権 － 29,833

支払手形 － 171,255

電子記録債務 － 502,311

　

　２　リボルビング・クレジット・ファシリティ契約

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行とリボルビング・クレジット・ファシリティ契約を

締結しております。

　リボルビング・クレジット・ファシリティ契約に係る借入実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年11月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年８月31日）

リボルビング・クレジット・ファシリティ

の総額
6,000,000千円 6,000,000千円

借入実行残高 2,200,000 2,400,000

差引額 3,800,000 3,600,000

　上記のリボルビング・クレジット・ファシリティ契約について、以下の財務制限条項が付されております。

　

前連結会計年度（平成24年11月30日） 

①　年度決算期末における連結貸借対照表の純資産の部の金額が、直前の年度決算期末および平成21年11月決

算期末における連結貸借対照表の純資産の部の金額の75パーセントを、それぞれ下回らないこと。

②　年度決算期末における連結損益計算書の経常損益の額が２期連続して損失とならないこと。

　

当第３四半期連結会計期間（平成25年８月31日） 

①　年度決算期末における連結貸借対照表の純資産の部の金額が、直前の年度決算期末および平成24年11月決

算期末における連結貸借対照表の純資産の部の金額の75パーセントを、それぞれ下回らないこと。

②　年度決算期末における連結損益計算書の経常損益の額が２期連続して損失とならないこと。

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成23年12月１日
至 平成24年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成24年12月１日
至 平成25年８月31日）

減価償却費 542,176千円 571,778千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年12月１日　至平成24年８月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月24日

定時株主総会
普通株式 135,173 4.0 平成23年11月30日 平成24年２月27日 利益剰余金

平成24年７月10日

取締役会
普通株式 101,369 3.0 平成24年５月31日 平成24年８月９日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの

　　　 該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年12月１日　至平成25年８月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月27日

定時株主総会
普通株式 101,364 3.0 平成24年11月30日 平成25年２月28日 利益剰余金

平成25年７月10日

取締役会
普通株式 101,350 3.0 平成25年５月31日 平成25年８月９日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの

　　　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年12月１日　至平成24年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
医薬品

医薬品原

料・香粧品

原料

化成品
食品原料・

機能性食品
計

売上高      　 　   

(1)外部顧客へ

の売上高
12,320,190 10,735,873 6,632,557 5,771,669 35,460,291 2,943,767 38,404,058 － 38,404,058

(2)セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

78 261,889 － － 261,968 7,879 269,848 △269,848 －

計 12,320,268 10,997,763 6,632,557 5,771,669 35,722,260 2,951,647 38,673,907 △269,848 38,404,058

セグメント利益 27,832 775,903 148,945 316,914 1,269,595 17,457 1,287,052 △473,164 813,888

（注）１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療機器等の販売、プリント配

線板等の製造プラント、化粧品の製造および販売等を含んでおります。

２. セグメント利益の調整額△473,164千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△474,322千円

および棚卸資産の調整額1,158千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年12月１日　至平成25年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
医薬品

医薬品原

料・香粧品

原料

化成品
食品原料・

機能性食品
計

売上高      　 　   

(1)外部顧客へ

の売上高
12,632,818 11,683,112 5,861,559 5,692,599 35,870,091 2,873,825 38,743,916 － 38,743,916

(2)セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

31 348,846 － － 348,878 9,043 357,922 △357,922 －

計 12,632,850 12,031,959 5,861,559 5,692,599 36,218,970 2,882,869 39,101,839 △357,922 38,743,916

セグメント利益 101,572 785,284 43,359 270,628 1,200,844 50,214 1,251,059 △455,169 795,889

（注）１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療機器等の販売、プリント配

線板等の製造プラント、化粧品の製造および販売等を含んでおります。

２. セグメント利益の調整額△455,169千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△453,329千円

および棚卸資産の調整額△1,840千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年12月１日
至　平成25年８月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 13円04銭 16円36銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 440,664 552,772

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 440,664 552,772

普通株式の期中平均株式数（株） 33,788,197 33,782,672

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　平成25年７月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額……………………１億１百万円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………３円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日および支払開始日…………平成25年８月９日

（注）　平成25年５月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成２８年１月１３日

イワキ株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 笛木　　忠男　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大立目　克哉　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている　　イワキ株式

会社の平成24年12月１日から平成25年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年６月１日から平

成25年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年12月１日から平成25年８月31日まで）に係る訂正後の四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イワキ株式会社及び連結子会社の平成25年８月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成25年10月15日に四半期レビュー報告書を提出した。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
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　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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